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学校教育目標

教育方針

評価 今年度の成果と課題 次年度の取組
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地域行事への参加や、園見学会・説明会
等ののイベントを通じて、園の教育方針や
雰囲気を伝える機会を増やし、本園の目
指すところに関する一定の理解を求められ
たと考えるが、出生者数の減少という影響
はあるものの、目標とする園児数を獲得で
きなかった。未就園児の計画したイベント
は、確実に行われたものの、対象年齢期
の幼児の取り込みが不十分であった。

1～2歳児の取り込みを強化させるために、
未就園児家庭が各イベントに継続的に参
加してもらえるようなアプローチを、SNS等
をツールとして活用し、イベント案内と参加
を促すアプローチをしていくシステムを構
築する。
様々なイベントを通じて、1～2歳児の家庭
は「安心感」「通いやすさ」「柔軟な預かり」
「発達支援に関する事前相談」といったこと
を求めており、 本園の特徴を前面に出し
てPRしていく。
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職員の意識の中に、発達支援に対する理
解や園児・保護者に対する合理的配慮、
そしてインクルーシブ教育への意識が深ま
り、今時代が必要としている教育体制が
整ってきた。「おうちえん」の導入により、
ICTを活用した園児のポートフォリオの活
用、「園だより」やタイムリーな園児たちの
活動状況を、画像や映像で配信すること
で、保護者に対し教育の可視化を実現す
るとともに、園内のDX化を推進できた。

出生者数の減少が毎年加速し、０歳から
満3歳時までの獲得に関しては、こども園
や保育園に対してアドバンテージを取れな
い状況にある。しかし、育児相談や赤ちゃ
んイベントなどを増やすことで、早期から本
園に対する関心を高めてもらうようにす
る。
働く家庭向けに、預かり保育の利便性や
柔軟性を明確に打ち出す。
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「Kits」、「おうちえん」などのICTにプログラ
ムやシステムを導入することで、園児の日
常の活動内での非認知能力向上の一助
になる場を整えたり、保護者との園内での
園児たちの活動状況を可視化することで、
情報の共有が進み、保護者との連携が強
化された。また、教職員にとっても、DXを
推進することで、業務の効率化をはかれ
た。
インクルーシブ教育を積極的に推進し、こ
どもたちの成長を促進する体制が整いつ
つある。

入園前の幼児を対象とした各種イベントに
おいて、1～2歳児の親子を「入園前の育ち
を支える場」として再構築し、継続参加を
促すようなシステム設計をする。
本園の公式LINEを活用することで、在園
児とその保護者に対するサポート体制を
強化し、同時に入園前の幼児と保護者に
対しても、気軽に相談できるサービスを展
開する。

領域 ねらい 評価項目 今年度の達成目標 昨年度の実績 評価 今年度の成果と課題 次年度の取組

学校経営
・

教育課程 ・
指導方法

適切な教育課程が編成され、学習
目標・計画が明示され、日常の学
習活動を効果的に展開する。

教育課程、教育目標・計画・指
導、課題実

「ダンスあそび」から「あそびっこ」、さら
には「フットボール」と学年が上がって
いくと、身体を動かす楽しさから、基礎
体力・基礎運動能力の強化、そして考
えながら運動する力を備えるような段
階的なプログラムをもっと保護者や入
園希望者に理解してもらう活動をす
る。

園内の活動だけでなく、園外の活動に
も積極的に取り組むことで、園児たち
に多くの経験を積ませ、その経験値を
使って、活動に対する幅を持たせる教
育をする。

「あそびっこ」を通じて年中・年長の子
ども達に発達に応じた運動遊びを実施
し、基礎的な動きや体力強化をするこ
とができた。また、園の行事や発表の
際には、子ども達自身が主体的に何を
したいか、どのように作りたいかを考
え、工夫しながら取り組む姿勢を尊重
する教育環境が整えられていた。

教員達が年齢に応じた子どもの主体
的な取り組みを応援し、サポートする
姿勢が素晴らしく、教員の創意工夫に
よって季節やテーマに沿った教室の装
飾、歌、遊戯、絵本などが準備され、
一貫性のある体験や学びが提供され
ていた。クラス担任に裁量が認められ
ている点も良いと感じる。

ＡＬＴ（外国語指導助手）による英語遊
びや外部講師によるフットボールな
ど、他の園では珍しい活動や遠足の
多さは、静岡南幼稚園の大きな強みで
ある。これらの活動を今後も継続し、
園児達に多くの経験と刺激を与えてほ
しいと願っている。

4

「ダンスあそび」から「あそびっ
こ」、さらには「フットボール」と学
年が上がっていくと、身体を動か
す楽しさから、基礎体力・基礎運
動能力の強化、そして考えながら
運動する力を備えるような段階的
なプログラムを、保護者に参観し
てもらい理解を求める活動は、
「フットボール」に関してはできた
が、「ダンスあそび」から「あそびっ
こ」についてはできなかったので、
次年度は計画していきたい。これ
らの活動を通しての狙いについて
は、十分目的を果たしている。

園内の活動だけでなく、園外の活
動にも積極的に取り組むことで、
園児たちに多くの経験を積ませ、
その経験値を使って、活動に対す
る幅を持たせる教育をすることが
できた。ただし、山登り遠足に関し
ては、全国的な熊の出没による被
害報告の拡大により実施できな
かった。

引き続き「ダンスあそび」から「あ
そびっこ」、そして「フットボール」と
いう遊びという観点での園児たち
のインセンティブを持たせる活動
を継続していくことで、身体能力の
向上と共に、「対話を通じて考える
力」を持てるプログラムを実施す
る。また、この点が幼児期に以下
に必要なプログラムであるかを、
園の魅力としてPRすることに努め
る。

園内・外活動に関しては、毎年見
直しを行っているが、園内活動に
おいては、個々の園児たちが持つ
ポテンシャルを引き出せるような
工夫に努める。また、園内活動に
対しては、社会情勢を見ながら実
施内容を考え実行ていく。

安全管理

日常から防災に対する意識を高
め、予期せぬ災害時に適切な対
応ができる体制作りをすることが
必要。また、学校としても校内の
危険個所の定期的な点検、園バ
スの安全運行といった意識を常に
持ち合わせる。
園児の健康管理のための検診計
画を作成・実行し、疾病者に対す
る治療勧告を行う。

防災訓練（校内・校外）、災害時の
対応、安全な教育環境、安全なス
クールバスの運行、検診計画、健
康管理指導

基本的な運動能力を高めることで、子
ども達の健康を守ることができると考
えられるので、「あそびっこ」の活動を
通じて、体力をつけることや病気になり
づらい体作りを目指す。

主に遊戯室での活動が多いため、外
道路での活動にも目を向けて交通安
全や不審者対策に注意を払っていく。
外での活動を通じて、子ども達が安全
に楽しく過ごせる環境を整えることが
重要である。

事故なくバスの運行ができたことが良
かった。また、感染症の流行はまだ続
くと予想されるため、対応を速やかに、
かつ安全に行うことが重要である。園
バスの安全対策についても迅速な対
応が見られ、保護者としても安心した。
来園者への警戒だけでなく、万が一不
審者が侵入した際の実践的な訓練も
行っており、先生方と生徒たちがどの
ように行動すべきかを学ぶことで、さら
なる安心感を提供。

安全ブザーの設置により、安全対策が
強化され、人数確認と安全ブザーの使
用で今後も安全に努めていただきた
い。また、保護者側もコミュナビを活用
し、確実に欠席連絡を行う必要があ
る。

新年度に配布する手紙には、幼稚園
に入る際にはインターホンを押すよう
に記載することを検討しても良い。現
在、英語やくじゃくのお迎えの際にイン
ターホンを押すか迷う方が多いため、
こうした場面ではインターホンを押すよ
うに周知していくと良い。
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基本的な運動能力を高めることで、子
ども達の健康を守ることができると考
えられるので、「あそびっこ」の活動を
通じて、体力をつけることや病気になり
づらい体作りをした。体力的な事につ
いては、学年が進行するについて、そ
の成果が見られると思うが、流行性の
病気に関しては、予防に努めていて
も、感染を防ぐことはできなかった。

主に遊戯室での活動が多いため、園
外での活動にも目を向けて交通安全
や不審者対策に注意を払っていくこと
ができた。また、園外での活動を通じ
て、園児達が安全に楽しく過ごせる経
験の場を設けることができた。

園バスの運行においては、乗降確認・
点呼・車内点検を徹底し、重大なヒヤ
リハットは発生しなかった。

年間計画に基づき、地震・火災など複
数の防災訓練を実施し、園児が落ち
着いて避難行動をとれるようになった。
ただし、訓練が「想定通り」に進みがち
で、実際の災害のような“予測不能な
状況”への対応力をさらに高める必要
がある。不審者対応については、被害
はなかったものの強化することが必
要。

地震・火災訓練の一部を、「予告
なし」、「想定外の状況（通行不
可・職員不在など）」で実施し、
個々の園児の判断力を育てる。

不審者対応・火災・地震など、複
合的な災害を想定した訓練を取り
入れる。

園児が自分で判断して動けるよ
う、日常の声かけや避難経路の確
認を習慣化する。

子育て支援
年間を通じて、本園独自の子育て
支援活動に積極的に取り組む。

年間を通じて、開園日の預かり保
育及び長期休業中の預かり保育
の実施、入園希望者に対する園
の公開活動、未就園児を対象とし
た本園独自の活動の展開

発達に関する様々な心配を持つ保護
者に対して、幅広いサポートの窓口を
設け、多様な方法で関わりを持つこと
が重要だと感じている。保護者が安心
して相談できる環境を整えることで、子
ども達の発達支援をより効果的に行う
ことができると思う。

入園を希望する家庭に対して、行事の
通達を確実に行うことが求められる。
スムーズな情報伝達を通じて、親御さ
んが園の活動に参加しやすくなるよう
努める。

未就園児行事を多く取り入れたことは非常に良
かったと感じる。これにより、未就園の子どもと
親のサポートを通じてスムーズな移行を目指す
試みが行われていた。アンケートを実施し、預
かり保育の実態や保護者のニーズを把握する
こともできた点が良かった。また、幼稚園入園
前に子供同士・保護者同士のコミュニケーショ
ンを図る場が設けられているのは良い。外に出
て、ちょっとした悩みを先生や友達、初めて会っ
た方に聞いてもらえることでリフレッシュでき、
育児を頑張ろうと思えるので、これからも続け
て欲しい。

預かり保育については、利用時間帯や曜日、
料金についてのさらなる実態調査やニーズ確
認が必要と考えらる、保育園や託児、シッター
との住み分けもあるため、すべてに応じる必要
はないのではないかとも思われる。重点目標に
ある「時代を見据えた教育環境を展開する」と
のことについては、発達に特性のある園児の保
護者へのアプローチやキラキラ個性をテーマに
している点はとても手厚く感じる。一方で、提携
園として位置づけるには私学を目指す子への
アプローチが今後の課題として見える。

長期休暇における預かり保育の料金設定につ
いても、もう少し検討して欲しい。現在、料金の
値上げが行われており、幼稚園選びに悩んで
いるという話を聞く。幼稚園の経営に関わること
なので難しいと思うが、長期休暇中の預かり保
育については、1時間単位での請求が助かると
いう声もあるので、今後の対応を期待したい。
現値上げした子たちの妹や弟が2、3年後に入
園し、兄弟で預けた際の1日の負担が大きくな
り、そこに対する対応が課題となる。
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発達に関する様々な心配を持つ
保護者に対して、特別支援コー
ディネーターを中心としたサポート
体制を整備し、園児や保護者の立
場に寄り添いながら、園児の成長
や卒園後の進路を意識した指導
体制を構築することができた。保
護者が安心して相談できる環境が
できたことで、こども達の発達支援
をより効果的なものにしていくこと
ができた。

公式ラインアカウントを整備し、希
望者には登録してもらい、特別支
援コーディネーターと保護者が、
相談や面談がしやすい環境を構
築できた。

スムーズな情報伝達を通じて、親
御さんが園の活動に参加しやすく
なるよう努めることができた。しか
し、来園者に関しての詳細なデー
タをまとめることができず、どの程
度の保護者が本園の入園に対し
て希望を持っているかといった情
報を分析することができなかった。

発達障害児支援については、入
園前、入園後を問わず、相談を受
け入れやすい体制を整える。ま
た、より丁寧な支援体制を作るた
めに「児童発達支援管理責任者
（自発管）」の資格を持った教員を
育成する。

将来的に発達支援の体制を持つ
施設となることを検討し準備態勢
を作る。

入園前に子育てに関しての悩みを
抱える親たちの相談窓口となるも
のを設置する。

遊びを通して様々なことを学び、互いの考えを尊重しながら、自己を確立する。

【総合評価】
　どの項目についても自己点検評価においては「４」の評価となっている。これに関しては、教職員が本園の目指す教育の実現に向
けて、個々の教職員が全力で臨んだという意識を持っているからだと思われる。こうした意識を強く持って取り組んだという意識がある
点は、ある意味評価に値することだと思うが、責任者として重点目標の第１項目目の「目標園児数（収容定員）を獲得する」という数字
が達成されていない点は、大きなマイナスであると感じている。これに関しては、出生者数が考えた以上に急速に減少しているといっ
た現実もあるが、それでも収容定員数を獲得することは、私立幼稚園なら絶対必要なことであるから反省しなければならない。これに
向けては、各教職員がそれぞれの立場で、全力でやってくれたことに対して大きな敬意をはらうものの、結果として未達であったこと
はマイナス評価をするべきではないかと考えている。
　ともあれ、今年度も各教職員が全力で、日々の教育活動や諸行事全力で取り組み、様々な局面において成果を残してくれたことに
対して感謝したい。
　次年度は、厳しい社会環境であることに変わりはないと思うが、収容定員を上回るようにしたい。

2　時代を見据えた教育を展開する。

3　５年度・１０年後を見据えた本園の姿について検討する。

今年度の重点目標

1　少子化がさらに進行する中、目標園児数（収容定員）を獲得する。

・学校教育法及び幼稚園教育要領に従い、幼児教育の役割を遂行する。
・家庭では体験できない新たな世界と出会いの場を設け、幼児の自立に向けた基礎を育成
　することをねらいとした教育を目指す。



特別支援教育
支援が必要な子、気になる子への
対応をすると共に、特別支援計画
をたて実行する。

支援計画・支援体制の確立、巡回
訪問カウンセリングの活用、療育
施設との園児に関する情報交換、
保護者との情報交換

特別支援コーディネーター、クラス担
任、そして家庭の連携が大切であると
感じている。特に、家庭の理解と協力
を得るために、特別支援コーディネー
ターを中心に園全体で子ども達の支
援を行うことが重要である。これによっ
て、子ども達が最適な環境で成長でき
るようサポートしていくことが求められ
る。

特別支援コーディネーターを設置する
ことで、より一人一人の子どもに目を
向ける機会が増え、保護者にもその取
り組みが伝わったのではないかと感じ
た。専用の面接室やプレイルームを開
設した点も高く評価され、子ども達が
安心して相談できる環境が整えられて
いる。

独立した特別支援コーディネーターを
置くことで、子どもの発達に合った療育
施設や病院を紹介してもらうことがで
きている。気になることがあってもどう
すれば良いかわからず悩む保護者に
対して、面談室を設け相談しやすい環
境を整え、安心感を与えている。また、
コーディネーターは資格取得にも意欲
的であり、専門性を高めるために努力
している。

特別支援コーディネーターが地域の療
育や医療機関と連携を図るために活
動している点が特に素晴らしいと思う。
保護者に対しても特別支援コーディ
ネーターの存在と活動が広く周知さ
れ、「特別な子」だけが利用する場で
はなく、発達に関する気軽な相談の場
として認識されることが期待される。保
護者にとっても心強い存在となり、園
にとっても大きな強みであると感じる。
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特別支援コーディネーターがいる
ことで、支援体制が園全体で機能
し始めた。担任だけで抱え込ま
ず、園内での情報共有（ケース会
議・職員間のミニ打合せ）が増え、
複数の視点で、こどもを支援する
体制が整ってきた。

巡回訪問カウンセリングの活用が
進んだことで、専門家からの助言
を日常に落とし込むことができ、職
員の理解が深まった。また、保護
者への説明にも専門家の視点が
加わり、安心感につながった。

特別支援コーディネーターが独立
していることで、療育施設との連携
がスムーズになった。情報交換の
機会が増え、園と療育の支援内容
が一致しやすくなったことは、こど
もの成長を促すうえで効果は大き
いと考える。一方で、保護者の理
解が得られず、支援の難しさを感
じるケースも少なからずあった。

特別支援コーディネーターを中心
とした支援体制をより強化する。

個々の園児の情報を教職員が共
有することで、支援の質を園全体
で安定させ、誰が担当しても同じ
方向で支援できる体制をつくる。

保護者が安心して相談できる環境
をつくり、協働で支援を進めるよ
う、公式ラインアカウントを活用す
る。

こども自身の「できた」を増やす環
境づくりをすることで、こどもが安
心して過ごし、自分らしく成長でき
る環境を整える。

今後も、時間をかけて家庭の十分
な理解が得られるよう、丁寧な関
わりを求めていく。

教育環境
園児たちが楽しんで教育活動に取
り組める環境づくに工夫をする。

「週案」及び「日案」における計画
的な教育活動の実施、日常の教
育活動の展開のうえで、興味・関
心を高める工夫、活動の振り返り
による次の活動に対するモチベー
ションを高める

日々の子どもの様子や、外やお部屋
での活動の取り組み、得意や不得意、
好き嫌いなど、全てを把握することは
難しいと感じている。しかし、一つ一つ
を見守りながら、子ども達の成長につ
なげることが大切だと思う。これからも
丁寧に子ども達を見守り、成長を支え
ていきたい。

幼稚園では準備と環境整備がしっかりと行わ
れている様子が感じられる。保護者の協力のも
と、本が整理され、推薦図書が並べられるな
ど、図書コーナーがさらに充実してきた。畳の
コーナーについてはダニの問題があるかもしれ
ないが、設置を検討して欲しい。また、設置図
書については、古くなったものもあり、修理の必
要性があるので、保護者のボランティアを募る
などして対応をするとよい。

タブレットとアプリの導入は画期的であり、今後
の展開に期待している。ただし、保護者の不安
もあるかもしれないため、幼児期からできるタブ
レットやネットとの付き合い方について、保護者
と共に考えていく場を設けることが求められる。
教室は整理整頓されており、壁には季節ごとの
作品や飾り付けが施され、子ども達が楽しむこ
とができる。行事の写真が貼られており、子ど
も達も自分の成長を感じることができ、写真を
見ながら思い出話をしてコミュニケーションが図
れると感じた。

発達障害のお子さんが刺激や情報が過多にな
らないよう、クールダウンできる避難場所の設
置が心の安心につながっている。とてもかわい
い避難場所が設置されており、その点も評価で
きる。

トイレが怖い園児に対しては、トイレのドアに好
きなキャラクターを貼り、安心して入れるように
するなど、一人一人の気持ちに寄り添った対応
がされている。
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日々の子どもの様子や、屋外や
屋内での活動の取り組み、得意や
不得意、好き嫌いなど、全てを把
握することは難しい。しかし、教員
は、子どもの一つひとつの活動を
見守りながら、丁寧に見守る姿勢
を持ち、大人の価値観からこども
の要求を妨げることなく、こども達
の発想を持ちのびのびと活動をす
る事通して成長につなげることが
できた。

今一度、「主体的・対話的で深い
学び」を追求するために、日々の
教育活動前の準備・環境設定を
十分に考え、教師は見守る立場
で、こどもの「主体性」をどう伸ば
すか。さらには、こども達同士のか
かわりの中から生まれる「対話」の
状況を大切にすることで、相手を
思いつつも自分の考えを正しく伝
えることができる園児に育ててい
く。この間のプロセスには、常に
「振り返り」が存在し、それを習慣
化させることで、学びの深さにつな
がることを、幼児期に体験させる
教育環境を構築する。

研修

教育内容が問われる時代、教職
員の資質向上が常に求められる
ので、計画的かつ時代が求める教
師となっていくための研修を的確
に実施し、各教職員が個々のスキ
ルを上げていく体制作りをする。ま
た、研修内容を共有化していくた
めのシステム作りをしていく。

計画的な研修体制の確立、校外
研修への参加、研修報告会の実
施

得意な分野の更なる追求に力を入れ
て取り組んでいる。自身の強みを活か
し、より高いレベルを目指すことが重
要だと感じた。また、苦手な分野につ
いても積極的に研鑽を積む姿勢を大
切にしていく。これによって、総合的な
スキルアップを図り、子ども達の成長
を支える力を養っていく。

現場で研修した内容を取り入れる際に
は、臨機応変な対応が重要である。研
修の機会が教諭にとってリフレッシュ
の一環となることを期待している。現
在、研修は対面形式が多いが、オンラ
イン（オンデマンド）研修も積極的に活
用する必要がある。

将来的には、先生方のアウトプットの
場として希望制で保護者への勉強会
を開催するのも面白いと思う。特に発
達に関する話は、保護者会の際に時
間が足りず、興味のある保護者も多い
のではないかと感じる。この点で「子育
て支援」として卒園児へのフォローにも
つながると考えている。

忙しい業務の合間に様々な研修に参
加し、スキルアップを図っている。ま
た、研修で得た情報を園内に持ち帰
り、他の職員と共有することで、全体
のレベルアップにもつなげていく。
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個々の教員たちが、日々の教育
活動を通して、こども達が、自分の
得意な分野で更なる追求に力を入
れて取り組むような環境設定をす
ることができた。これにより、こども
達の自己肯定感の高まりが生ま
れ、苦手な分野についても積極的
に研鑽を積む姿勢が生まれてきた
ことは大きな成果である。

園内において、新任教員だけが公
開授業をするのではなく、中堅や
ベテランも自分の教育手法を見
せ、評価をもらう機会を設定した
い。これにより、園全体で切磋琢
磨して、目指す教育とは何か、そ
れを実現するためには何をするか
を考える機会としたい。

保護者、地域住民と
の連携

保護者や地域諸団体や地域住民
との交流・連携を図る。

保護者の会との情報交換、学校
運営に対する外部団体の参画、
外部要望の学校運営に対する反
映、保護者に対する協力依頼

地域の方々との交流を深めるために、
町内会などの結びつきを強く持つこと
に力を入れてきた。行事やイベントに
は子供達と一緒に参加することも検討
し、地域の絆をさらに強める努力を続
けていく。この取り組みにより、地域と
の関係性が一層豊かになり、互いに
支え合える環境づくりに貢献できてい
ると感じた。

園児の様子を保護者や地域の方々に
伝える際は、友達語にならないように
気をつけることが大切。アピタや老人
会への訪問は、地域との交流を増や
し、子供達にとって良い刺激となって
いた。

天城連峰太鼓のクレームに関しては、
今後は慎重に対応をお願いしたい。特
に、クレームを最初に受けたのがPTA
のお手伝いの保護者ということもあり、
園門付近に先生も配置して対応する
必要がある。中田本町老人会との交
流は、普段お年寄りと接することの少
ない園児たちにとって良い刺激や温か
みを感じられる場になった。今後も地
域との交流を続け、お互いに助け合え
る関係性を保てれば良いと思う。

アピタ静岡でのイベント出演は、いつも
とは違う緊張感の中で子供達が堂々
と踊りを披露し、自信につながった。今
後も外部への出演機会があれば良
い。

参観会では、先生の解説付きで活動
の様子の映像を見ることができ、普段
の様子を知る良い機会となった。
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保護者の会との情報交換が定期
的に行われ、園運営への理解と
協力が得られた。

行事や活動への保護者の参加が
増え、園と家庭の一体感が高まっ
た。

日常の連絡や相談がスムーズに
なり、保護者との信頼関係が安定
した。

園の方針や教育活動の意図を丁
寧に伝えることで、協力への理解
が深まった。

地域の方々との交流を深めるため
に、町内会などの結びつきを持つ
ことができた。老人会の行事に招
待されたり、園で開催されるイベン
トに、老人会の方々を招待するこ
とで、交流する場面を設定できた。
これにより、地域との関係性が一
層豊かになり、互いに支え合える
環境づくりに貢献できた。

引き続き保護者の会との情報交
換を密にしていくことで、園の教育
方針や様々な教育活動に対する
理解を深めてもらい、保護者の後
押しを受けて特質ある教育を行う
幼稚園としてのポジションが確立
できるようにする。そのためにも、
地域からの信頼や後押しを受ける
ことは重要であり、地域との連携
を怠ることなく実施する。

情報提供
幼稚園に関する活動状況などに
関する情報発信を積極的に行う。

ホームページ、フェイスブック、イ
ンスタグラム等による情報発信、
パンフレットの毎年の更新、園メー
ルやICTシステムの活用による保
護者への情報提供と園との情報
交換

現代の保護者向けに様々なアプリが
開発されている一方で、ペーパーでの
お便りも考慮するようにしている。デジ
タルとアナログの両方の良さを活かし
ながら、保護者にとって役立つ情報発
信を心掛けてほしい。この取り組みに
より、保護者とのコミュニケーションが
一層円滑になり、双方にとって便利で
あり続けると感じている。

インスタグラムやホームページでの情
報発信は、保護者が子ども達の日々
の様子を見る良い機会となっており、
子ども達も自分の写真が載ると喜んで
いる。また、未就園児や県外からの転
入を考えている方の参考にもなってい
る。

タブレットについては、アナログとデジ
タルの良さを活かしながら関わっても
らいたい。保護者としては、タブレット
で何をしているのか気になることもあ
る。

来年度導入するおうちえんは、写真が
鮮明に見られるため楽しみにしてい
る。先生方が撮る写真はカメラマンと
は異なる良さがあり、日常の一瞬を捉
えている。
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ホームページ、フェイスブック、イ
ンスタグラム等による情報発信、
パンフレットの毎年の更新、園メー
ルやICTシステムの活用による保
護者への情報提供と園との情報
交換に関しては、十分にできた。

特に、今年度から導入した「おうち
えん」については、園児のポート
フォリオ作成と毎月の様子に関し
ての情報提供や「園だより」や各
学年や全体での活動状況に関す
る発信を速やかに行うことで、教
育活動の可視化を保護者に対し
て行うことができ、また、担任と保
護者のコミュニケーションツールと
しての活用もできた。システムを活
用することにより、教職員の業務
負担を効率よく回すことになり、軽
減を図ることができた。

従来から取り組んでいるホーム
ページに関しては、確実にその年
の情報を常に最新のものにするこ
とに努める。また、保護者への伝
達メールの配信については、必要
な事項を速やかに伝える。このこ
とで、園と保護者の間で、情報を
共有する環境を、より強固なもの
にしていく。

「おうちえん」の活用については、
学年間で情報発信の差が生じて
いるので、どの学年も知らせたい
情報をタイムリーに発信できるよう
にする。そのためにも教職員のス
キルアップを図る。
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